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教主さまお作　  「厳の郷（いづのさと）」

と
こ
と
は
の
神か

み

の
御み

国く
に

に
世よ

の
人ひ

と

を

救す
く

ふ
は
ま
こ
と
の
愛あ

い
ぜ
ん善

の
道み

ち

大
本
本
部
長
　
鈴 

木 

穎 

一

最
近
の
気
象
変
動
は
、
巨
大
台
風
、
洪
水
、
山
火
事
、
熱
波
な
ど
が
多
発
し
て
い
る
現
状
を
見
れ
ば
、
変
動
を

通
り
越
し
て
、
気
象
危
機
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
し
た
人
が
い
る
。
日
本
も
例
外
で
は
な
く
、
最
近
の
自
然

災
害
に
は
、
目
を
覆
い
た
く
な
る
。
気
象
温
暖
化
と
は
直
接
の
因
果
関
係
に
は
な
い
と
、
力
説
し
た
学
者
も
い
た

が
、
こ
の
気
象
危
機
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
そ
の
声
も
小
さ
く
な
ら
ざ
る
を
得
ま
い
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
大
排
出
国
で
あ
り
な
が
ら
、
パ
リ
協
定
を
離
脱
し
た
ア
メ
リ
カ
、
削
減
に
積
極
的
で
な
い
中

国
、
彼
ら
を
大
国
の
エ
ゴ
と
片
付
け
ら
れ
な
い
微
妙
な
立
場
に
い
る
の
が
、
日
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
福
島
原
発
事

故
に
起
因
す
る
、
放
射
能
に
対
す
る
恐
怖
で
あ
る
。

電
力
消
費
量
国
別
ラ
ン
キ
ン
グ
は
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
に
次
い
で
日
本
は
第
４
位
で
あ
る
。
電
力
の
全

量
を
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子
力
発
電
、
水
力
発
電
で
賄
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
発
生
は
ゼ
ロ
に
な
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
、
水
力
は
頭
打
ち
、
原
発
に
は
強
い
ア

レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
。
現
在
51
基
の
原
発
施
設
が
あ
る
が
、
稼
働
し
て
い
る
の
が
９
基
、
最
近
、
さ
ら
に
１
基
が
安

全
基
準
審
査
を
パ
ス
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
も
最
終
的
に
は
住
民
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。

元
よ
り
原
発
は
大
本
に
と
っ
て
到
底
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
昨
年
11
月
に
来
日
し
た
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
台
下
も
原
発
に
対
し
て
は
否
定
的
で
、﹁
個
人
的
な
意
見
だ
が
、
安
全
性
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
、
原
発
は

使
用
し
た
く
な
い
。
日
本
の
司
教
ら
は
原
発
廃
止
を
求
め
て
い
る
﹂
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

一
方
、
現
在
の
太
陽
光
発
電
技
術
に
は
決
定
的
な
欠
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
夜
間
は
全
く
使
え
ず
、
雨
の
日
、
曇

り
の
日
は
発
電
力
が
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
日
本
の
場
合
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
原
発
は
使
え
な
い
。
そ

の
分
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
即
ち
石
炭
、
石
油
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
頼
っ
て
い
る
が
、
昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25

で
は
、
石
炭
火
力
の
存
続
の
選
択
肢
を
保
持
し
た
日
本
に
対
し
、﹁
化
石
賞
﹂
と
い
う
不
名
誉
が
贈
ら
れ
た
。

放
射
能
の
リ
ス
ク
、
Ｃ
Ｏ
２
の
リ
ス
ク
の
二
つ
を
同
時
に
解
消
す
る
に
は
、
大
容
量
の
蓄
電
池
の
開
発
が
待
た

れ
る
。
と
同
時
に
、
出
口
直
日
大
本
三
代
教
主
さ
ま
が
提
唱
さ
れ
た
﹃
少
し
貧
し
く
、
少
し
ひ
も
じ
く
、
少
し
寒

く
﹄
の
実
践
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

少
し
貧
し
く
、
少
し
ひ
も
じ
く
、
少
し
寒
く
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１つの神・１つの世界・１つの言葉を目指して
〜人類愛善会の歴史と現代〜

　

大
本
は
神
の
経
綸
に
よ
っ
て
出
現
し
、
万
民

和
楽
の
世
、﹁
み
ろ
く
の
世
﹂
の
建
設
の
た
め

の
神
業
を
進
め
る
こ
と
に
使
命
が
与
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
﹁
み
ろ
く
の
世
﹂
実
現
に
向
か
っ

て
、宣
教
活
動
︵
教
え
︶
を
経
に
、愛
善
運
動
︵
実

践
活
動
︶
を
緯
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
こ
の

二
つ
の
活
動
が
相
ま
っ
て
は
じ
め
て
﹁
み
ろ
く

の
世
﹂
の
実
現
へ
と
至
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
類
愛
善
会
の
設
立

　

出
口
王
仁
三
郎
聖
師
は
真
の
世
界
平
和
実
現

の
方
法
は
、
各
宗
教
間
に
わ
だ
か
ま
る
﹁
無
形

の
障
壁
﹂
を
取
り
除
き
、
相
互
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
重
要
と
説
い
て
、
大
正
12
年
に
道
院
と

提
携
、
翌
年
に
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
、
大
正
14
年

に
中
国
・
北
京
に
お
い
て
、﹁
世
界
宗
教
連
合
会
﹂

を
発
会
。
同
年
６
月
に
は
、
王
仁
三
郎
聖
師
は

綾
部
に
お
い
て
自
ら
初
代
総
裁
に
就
任
し
て

﹁
人
類
愛
善
会
﹂
を
創
立
、
人
群
万
類
愛
善
と

万
教
同
根
の
理
念
を
高
く
掲
げ
て
、
今
後
人
類

の
進
む
べ
き
道
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
の
恒
久
平
和
を
築
く
た
め
人
類
愛
善
会

が
推
進
し
て
き
た
３
つ
の
活
動
、
そ
れ
は
、
一

つ
の
神
︵
万
教
同
根
︶
、
一
つ
の
世
界
︵
世
界

連
邦
運
動
︶、一
つ
の
言
葉
︵
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
︶

と
端
的
に
表
現
さ
れ
ま
す
。

人
類
愛
善
会
と
世
界
連
邦
運
動

　

王
仁
三
郎
初
代
総
裁
の
後
を
受
け
た
出
口
す

み
こ
二
代
総
裁
は
﹁
み
ち
と
せ
の
神
の
経
綸
の

あ
け
が
ら
す
世
界
平
和
の
道
は
こ
の
み
ち
﹂
と

詠
ま
れ
世
界
連
邦
運
動
に
参
加
。
人
類
愛
善
会

員
は
躍
動
し
て
地
域
の
人
た
ち
に
働
き
か
け
、

昭
和
25
年
綾
部
市
は
国
内
第
１
号
の
世
界
連
邦

平
和
都
市
を
宣
言
し
ま
し
た
。
第
２
号
は
昭
和

30
年
の
亀
岡
市
が
続
き
ま
し
た
。昭
和
50
年
に
は
、

出
口
直
日
三
代
総
裁
の
大
会
長
の
も
と
﹁
第
７

回
世
界
連
邦
平
和
促
進
宗
教
者
亀
岡
大
会
﹂
を

開
催
し
三
千
数
百
人
が
参
加
。
そ
の
時
の
テ
ー

マ
﹁
世
界
連
邦
を
21
世
紀
ま
で
に
﹂
は
、
そ
の

後
の
世
界
連
邦
運
動
の
指
針
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
連
邦
で
は
、
各
国
は
今
と
同
じ
よ
う
に

国
内
問
題
を
処
理
し
ま
す
が
、
他
国
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
世
界
連
邦
機

構
が
統
治
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
連
憲
章

を
改
正
し
て
、
世
界
連
邦
議
会
、
世
界
連
邦
政

府
、
世
界
連
邦
警
察
、
世
界
連
邦
裁
判
所
を
設

置
す
る
こ
と
で
人
類
全
体
の
共
通
問
題
に
対
処

す
る
の
で
す
。

　

人
は
各
国
の
国
民
で
あ
る
と
同
時
に
世
界
市

民
で
も
あ
り
ま
す
。
王
仁
三
郎
初
代
総
裁
は
世

界
の
将
来
に
つ
い
て
、
世
界
は
12
ブ
ロ
ッ
ク
の

地
域
連
合
に
分
か
れ
る
と
予
言
し
て
い
ま
す
。

英
国
の
離
脱
問
題
で
揺
れ
る
Ｅ
Ｕ
︵
欧
州
連
合
︶

で
す
が
、
Ｅ
Ｕ
の
統
治
機
能
は
世
界
連
邦
の
モ

デ
ル
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ

　

今
年
５
月
、
世
界
連
邦
日
本
大
会
が
東
京
で

開
催
さ
れ
、
基
調
講
演
に
川
崎
哲
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

︵
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︶
国
際
運

営
委
員
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。
川
崎
氏
は
、﹁
核

兵
器
は
非
人
道
的
な
兵
器
で
あ
り
全
面
的
か
つ

完
全
に
禁
止
す
る
に
は
、
核
の
傘
に
守
ら
れ
て

い
る
国
と
国
の
問
題
で
は
な
く
、
核
戦
争
に
な

れ
ば
勝
者
も
敗
者
も
な
く
す
べ
て
敗
者
な
の
だ

と
の
認
識
の
も
と
に
、
個
人
と
個
人
の
問
題
と

捉
え
て
活
動
を
開
始
す
べ
き
で
あ
る
。
核
兵
器

は
﹃
力
の
シ
ン
ボ
ル
﹄
か
ら
﹃
恥
の
シ
ン
ボ
ル
﹄

へ
と
な
る
日
が
必
ず
来
る
。
そ
の
た
め
に
、
一

人
一
人
が
こ
の
問
題
解
決
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
考
え
る
﹂
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
世
界
に
現
存
す
る
核
弾
頭
は
昨
年
９
月
現

在
で
１
４
４
５
０
発
。
こ
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
、

ロ
シ
ア
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
５

カ
国
で
全
世
界
の
97
％
の
核
弾
頭
を
保
有
し
て

い
ま
す
。
こ
の
５
カ
国
は
国
連
の
中
で
大
き
な

権
限
を
も
つ
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国

で
す
。
現
在
の
枠
組
み
の
中
で
は
世
界
平
和
の

取
り
組
み
の
中
枢
に
あ
る
５
カ
国
が
核
の
ほ
と

ん
ど
を
保
有
し
て
い
る
と
い
う
矛
盾
に
あ
り
ま

す
。
世
界
の
人
達
が
早
く
こ
の
事
実
の
認
識
に

立
っ
て
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
理
解
と
行
動
を
示

す
時
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

広
島
、
長
崎
の
被
爆
者
の
方
々
の
絶
え
間
な

い
ご
努
力
と
、
世
界
中
の
心
あ
る
人
た
ち
が
動

き
だ
し
、
そ
れ
が
統
合
さ
れ
、
よ
り
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
、
平
成
30
年
７
月
に
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
世

界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
ま
す
が
、
安
全
保

障
上
の
核
の
傘
の
も
と
、
条
約
へ
の
参
加
を
決

め
て
お
り
ま
せ
ん
。﹁
核
な
き
世
界
﹂を
目
指
し
、

二
度
と
広
島
、
長
崎
の
惨
禍
を
く
り
か
え
さ
な

い
た
め
に
、
人
類
愛
善
会
も
﹁
核
兵
器
廃
絶
国

際
署
名
﹂
に
賛
同
し
協
力
し
て
い
ま
す
。
大
本
・

人
類
愛
善
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
署
名
の

サ
イ
ト
に
入
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
も
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

　

自
国
第
一
主
義
を
声
高
に
主
張
す
る
国
家
元

首
の
出
現
な
ど
で
、
世
界
連
邦
の
理
念
の
下
に

世
界
が
統
合
さ
れ
る
道
筋
が
見
え
に
く
い
現
実

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
川

崎
氏
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
﹁
核
兵
器
の
廃

絶
問
題
は
、
実
は
国
と
国
の
問
題
で
は
な
く
、

個
人
と
個
人
の
問
題
で
あ
る
﹂
と
主
張
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
個
人
の
意
識
を
変
え
、
自
ら
行

動
す
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。﹁
私

は
世
界
連
邦
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
﹂﹁
私

は
核
兵
器
廃
絶
に
賛
成
で
す
﹂
と
し
っ
か
り
と

主
張
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

出口王仁三郎は、大正 14（1925）年、「万教同根」を説き、「神とと
もに生き、 働き、楽しむ愛善世界の実現は、人類の使命である」として、
人類愛善会を創立しました。90年以上の歴史を経て、王仁三郎の理
念は、現代に何を教えてくれるのでしょうか。



〜21世紀・生きがい講座〜

〜21世紀・生きがい講座〜

〜21世紀・生きがい講座〜

〜21世紀・生きがい講座〜

〜21世紀・生きがい講座〜

〜21世紀・生きがい講座〜

〜21世紀・生きがい講座〜

3　　　阿づまの光

掲
載
文
は
、
令
和
元
年
６
月
19
日
に
航
空
会
館
︵
港
区
新
橋
︶

で
開
催
し
た
﹁
21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
﹂
講
演
録
の
要
旨
で
す
。

食
品
ロ
ス
問
題

　

今
年
の
節
分
で
は
縁
起
の
良
い
方
角
に
向

か
っ
て
食
べ
る
﹁
恵
方
巻
﹂
の
大
量
廃
棄
が
問

題
に
な
り
ま
し
た
。

　

出
口
紅
総
裁
は
10
年
以
上
前
か
ら
こ
の
食
料

廃
棄
問
題
に
警
鐘
を
鳴
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
食
品
ロ
ス
は
年
間
に
６
４
６
万
ト
ン
、

一
日
に
換
算
す
る
と
一
人
一
日
お
茶
碗
一
杯
分

を
廃
棄
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
国
連
に
よ
る

食
料
援
助
量
の
約
２
倍
で
す
。

　

世
界
人
口
76
億
人
の
う
ち
栄
養
不
足
の
人
は

約
８
億
人
、
ア
ジ
ア
が
６
割
で
す
。
世
界
人
口

の
９
人
に
一
人
が
栄
養
不
足
で
す
。
世
界
で
は

栄
養
不
足
で
５
歳
ま
で
生
き
ら
れ
な
い
子
供
が

年
間
５
０
０
万
人
も
い
ま
す
。

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
38
％
で
す
か
ら
先
進

国
で
は
最
低
の
水
準
に
あ
り
ま
す
。
62
％
は
輸

入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
大
量
輸
入
し
大
量

に
廃
棄
す
る
恥
ず
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
削
減
法
が
５
月
に
国
会
で
成
立
し

ま
し
た
。
法
律
の
中
で
10
月
を
﹁
食
品
ロ
ス
削

減
月
間
﹂
と
定
め
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く
、
国

と
し
て
本
格
的
な
対
策
が
動
き
出
し
て
き
ま
し

た
が
、
国
民
運
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
の
姿
勢
を
示
す
た
め
の
法
律
で
す
。
当
然
実

効
性
は
、
一
人
ひ
と
り
が
具
体
的
な
行
動
を
と

ら
な
け
れ
ば
、
結
果
に
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

　

コ
ン
ビ
ニ
は
食
品
ロ
ス
対
策
が
急
務
な
企
業

で
す
。
デ
イ
リ
ー
フ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
、
お
に

ぎ
り
、
お
弁
当
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
一
日
に
３

回
、
配
達
さ
れ
時
間
を
切
っ
て
廃
棄
処
分
さ
れ

ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
で

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
う
ち
の

店
は
消
費
期
限
を
延
ば
し
た
い
な
ど
勝
手
は
で

き
ず
、
一
律
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
品
ロ

ス
対
策
と
し
て
消
費
期
限
が
近
い
も
の
に
は
ポ

イ
ン
ト
を
多
く
付
け
る
こ
と
で
、
実
質
値
引
き

対
策
を
と
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

昔
は
嗅
覚
や
味
覚
で
食
品
の
鮮
度
を
測
っ
て

い
ま
し
た
。
数
字
よ
り
も
よ
ほ
ど
正
確
で
す
し
、

確
実
な
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。
人
間

の
五
感
を
し
っ
か
り
と
食
品
ロ
ス
対
策
に
生
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
野
県
松

本
市
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
30(

さ
ん
ま
る)

・

10(

い
ち
ま
る)

運
動
と
い
う
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
宴
会
の
開
始
30
分
と
終
了
10
分
前

は
食
事
に
集
中
し
よ
う
！　

と
い
う
も
の
で
、

こ
れ
が
全
国
に
拡
が
る
と
素
晴
ら
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題

　

急
速
に
動
き
出
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問

題
で
す
が
今
年
の
Ｇ
20
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
閣

僚
会
合
で
、
海
洋
汚
染
を
引
き
起
こ
す
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
︵
廃
プ
ラ
︶
に
つ
い
て
、
各
国
が

対
策
を
定
期
的
に
報
告
す
る
枠
組
み
の
新
設
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
共
同
声
明
を
採
択
し
ま
し
た
。

日
本
が
ホ
ス
ト
国
で
す
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
た
格
好
で
す
。

　

日
本
に
限
ら
ず
、
北
半
球
の
熱
波
な
ど
世
界

中
が
今
ま
で
に
な
い
気
象
の
異
変
に
見
舞
わ

れ
、
そ
れ
が
年
々
加
速
し
、
ニ
ュ
ー
ス
映
像
で

は
目
を
疑
う
よ
う
な
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
す
。
そ
の
原
因
は
地
球
温
暖
化
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
世
界
的
に
問
題
と
な
っ
て
い

る
大
量
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
︵
Ｍ
Ｐ
︶

に
よ
る
海
洋
汚
染
を
は
じ
め
、
そ
の
他
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
問
題
も
、
元
は
と
い
え
ば
人
類
自
ら

の
利
益
や
利
便
の
飽
く
な
き
追
求
に
起
因
す
る

も
の
で
す
。

　

自
然
環
境
の
み
な
ら
ず
、
子
孫
に
引
き
継
ぐ

べ
き
未
来
の
環
境
を
も
破
壊
し
続
け
る
こ
と
に

対
す
る
責
任
は
、
私
た
ち
が
負
う
べ
き
で
あ
り
、

自
分
自
身
の
日
常
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
問
い

正
し
、
生
活
を
根
本
的
に
見
直
さ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
発
生
量
の
１
位
か

ら
４
位
が
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
の
東
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
す
。

　

Ｍ
Ｐ
は
北
極
海
や
南
極
な
ど
で
も
発
見
さ
れ

て
お
り
、
政
府
の
試
算
で
は
世
界
の
海
に
は

５
兆
個
以
上
が
漂
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
、
日
本
周
辺
の
海
で
は
濃
度
が
高

く
、
世
界
の
平
均
の
27
倍
に
も
達
し
、
日
本
周

辺
海
域
は
Ｍ
Ｐ
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

世
界
に
率
先
し
て
良
い
型
を

　

人
類
愛
善
会
本
部
の
あ
る
亀
岡
市
が
、
昨
年

12
月
、﹁
か
め
お
か
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ

宣
言
﹂
を
し
、
全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
、

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
市
内
の
レ
ジ
袋
の
使
用

を
禁
止
す
る
条
例
を
施
行
す
る
方
針
を
決
め

２
０
３
０
年
ま
で
に
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
ゼ
ロ
の
町
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

出
口
紅
総
裁
は
こ
の
取
り
組
み
を
、﹁
近
年
、

国
際
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
海
洋
汚
染
に
対
す
る
、
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
す
よ
う
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
大
本
・

人
類
愛
善
会
と
し
ま
し
て
も
積
極
的
に
協
力
し

て
、
環
境
の
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
﹂
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
一
つ
ひ
と
つ
愛
善
活
動
を
積
み
重

ね
て
、
日
本
に
、
世
界
に
、
率
先
し
て
良
い
型

を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
Ｍ
Ｐ
＝
５
mm
以
下
の
微
細
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

小林龍雄
人類愛善会理事
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２
月 

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

３
日
︵
月
︶ 

午
後
６
時
30
分
執
行

開
教
１
２
８
年 

節
分
大
祭
遥
拝
祭

二
代
教
主
・
四
代
教
主
聖
誕
祭

９
日
︵
日
︶ 

午
前
10
時
30
分
執
行

東
光
苑
月
次
祭
・
豊
年
祈
願
祭

市
杵
島
姫
命
例
大
祭
・
合
格
祈
願
祭

19
日
︵
水
︶ 

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
︵
大
本
東
京
本
部
︶

講
題

永
遠
を
見
す
え
て
今
を
生
き
る

〜
死
は
終
わ
り
で
は
な
い
〜

講
師

橋
本
伸
作
︵
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
次
長
︶

22
日
〜
24
日
︵
土
〜
月
・
振
休
︶ 

午
前
９
時
30
分

教
本
講
師
・
講
師
補
認
定
講
習
会

23
日
・
24
日
︵
日
・
月
振
休
︶ 

午
前
９
時
30
分

教
本
各
級
認
定
講
習
会

東光苑教本認定講習会
～み教えを正しくお伝えするために～

教本講師・講師補認定講習会

日　時：２月 22 日（土）午前９時 30 分
〜 24 日（月・振休）正午まで

会　場：大本東京本部・東光苑
対象者：教本認定講師補・１級取得者
定　員：10 人（通いでの参加も可能です）
参加費：5,000 円（２泊と食費分の経費等）
　　　　※実践リーダー教本「上級編」（990 円）を

お持ちでない方は別途ご購入いただきます。

持ち物：実践リーダー教本「上級編」、筆記具 等

教本各級認定講習会

日　時：２月 23 日（日）午前９時 30 分
　　　　〜 24 日（月・振休）午後３時半まで

会　場：大本東京本部・東光苑
対象者：教本認定級未取得者（初級）
　　　　教本認定２・３級取得者（中級）
定　員：30 人（通いでの参加も可能です）
参加費：3,000 円（１泊と食費分の経費等）
　　　　※実践リーダー教本「初級編」（525 円）、
　　　　　「中級編」（734 円）をお持ちでない方は、

別途ご購入いただきます。
持ち物：実践リーダー教本「初級編」、「中級編」
 筆記具、宿泊用具 等

申込み：東京宣教センター 愛善宣教課
　　　　  TEL 03-3821-3701　FAX 03-3821-5283

　　　　  Mail t-kakizaki@oomoto.or.jp

　　　　  担当：愛善宣教課・柿崎 哲男

締　切：２月 15 日（土）

　

第
２
０
１
回
21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
は
11

月
20
日
、港
区
新
橋
の
航
空
会
館
で
開
催
さ
れ
、

谷
本
真
邦
（
世
界
連
邦
運
動
協
会
執
行
理
事
・

世
界
連
邦
日
本
国
会
委
員
会
事
務
局
次
長
）が
、

「
平
和
に
な
る
は
こ
の
道
」
〜
世
界
連
邦
の
実

現
を
目
指
し
て
〜
と
題
し
て
講
話
し
た
。
受
講

者
は
30
人
。

　

谷
本
講
師
は
、
大
本
が
世
界
連
邦
運
動
に
注

力
し
て
き
た
70
年
の
歴
史
に
も
ふ
れ
、
世
界
連

邦
の
設
立
さ
れ
た
経
緯
、
現
在
の
世
界
連
邦
の

状
況
を
説
明
。
世
界
で
起
こ
る
超
格
差
社
会
、

貧
困
病
苦
、
紛
争
、
自
然
災
害
な
ど
の
現
状
を

紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
改
善
に
向
か
っ
て
の
国

連
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
紹
介
。「
世

界
の
人
々
が
平
等
で
平
和
に
暮
ら
す
こ
と
を
目

標
と
し
た
17
項
目
の
社
会
運
動
は
、
ま
さ
に
世

界
連
邦
の
地
な
ら
し
」
と
語
り
、
世
界
平
和
実

現
の
た
め
重
要
な
運
動
と
し
て
、
世
界
連
邦
政

府
樹
立
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

　

東
光
苑
葬
祭
研
修
会
は
11
月
23
・
24
の
両
日
、

東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
12
人
が
参

加
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
２
日
間
に
わ
た
り
葬
儀
の
執

行
に
つ
い
て
実
習
を
中
心
に
研
修
。「
葬
儀
執
行

の
流
れ
」、
ま
た
「
斎
場
調
度
品
に
つ
い
て
」
の

説
明
や
、「
招
魂
式
」「
発
葬
式
・
火
葬
式
・
家
祭
式
」

「
毎
十
日
祭
」「
五
十
日
祭
・
合
祀
祭
」
な
ど
、

実
際
の
葬
祭
を
想
定
し
て
の
準
備
や
流
れ
、
祭

式
作
法
ま
で
を
詳
細
に
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
建
碑
埋
骨
祭
の
実
習
で
は
墓
石
の
模

型
を
用
い
て
筆
代
行
事
に
よ
る
入
魂
や
遺
骨
を

埋
骨
す
る
作
法
な
ど
を
受
講
。
普
段
体
験
す
る

こ
と
の
少
な
い
模
擬
墓
前
祭
も
体
験
し
た
。

　

初
日
の
夜
間
に
開
か
れ
た
「
質
疑
応
答
」
で

は
、参
加
者
か
ら
葬
儀
に
関
す
る
質
問
の
ほ
か
、

埋
骨
・
納
骨
や
寄
せ
墓
に
つ
い
て
、
墓
前
祭
で

の
疑
問
点
な
ど
熱
心
な
質
問
が
あ
り
、
研
修
を

深
め
た
。

　

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭
は
12
月

８
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
加
藤
道
明

祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、
３
０
１
人
が
参

拝
。
祭
員
は
関
東
教
区
青
年
部
員
が
、
少
年
祭

員
は
玉
置
巴
さ
ん
、
池
田
心
音
さ
ん
、
渡
邉
真

仁
さ
ん
、
伶
人
は
二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本

神
諭
拝
読
を
大
久
保
照
子
青
年
部
員
が
、
添
釜

は
神
奈
川
主
会
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
、鈴
木
穎
一
大
本
本
部
長
が
あ
い
さ
つ
。

令
和
２
年
度
の
「
教
団
方
針
」
に
ふ
れ
な
が
ら
、

青
年
層
な
ど
今
後
の
さ
ら
な
る
後
継
者
育
成
の

重
要
性
を
強
調
。
ま
た
、
全
国
主
会
長
・
人
類

愛
善
会
協
議
会
長
会
議
で
発
表
さ
れ
た
「
大
本

歴
史
資
料
美
術
館
」
建
設
に
向
け
て
、
長
生
殿

造
営
時
代
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
た
、
梅
松
苑
隣

接
地
の
用
地
取
得
、
開
祖
さ
ま
の
ご
神
霊
・
稚

姫
君
命
を
祭
神
と
す
る
「
綾
機
神
社
」
建
設
の

構
想
を
交
え
な
が
ら
、「
綾
の
郷
献
金
」
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
た
。

21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座

東
光
苑
葬
祭
研
修
会

東

光

苑

月

次

祭

　

参
加
者
か
ら
は
「
世
界
連
邦
の
存
在
理
由
や

将
来
の
展
望
等
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」「
み

ろ
く
の
世
実
現
の
為
に
有
用
な
手
段
と
し
て
世

界
連
邦
が
あ
る
と
知
る
こ
と
が
出
来
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　航空会館（東京都港区新橋）を会場に開催

してまいりました「21 世紀生きがい講座」は、

令和２年１月から、大本東京本部・東光苑
（東京都台東区池之端）に会場が変更となり

ます。より身近な会場となりました同講演会

に、みなさまのご来場をお待ちしております。

大本・人類愛善会　東京本部

〜21世紀・生きがい講座〜

〜 会場変更のお知らせ 〜

大本東京本部で開催に！


